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社会的・文化的な存在としての超小型カワイイEV
．研究目的と研究経過
前年度までの研究において「近未来の都市交通
のひとつのかたち」と考えられた超小型カワイイ
EVについて、その社会的・文化的な価値をより
深く考えることを今年度の研究目的とした。研究
の経過としては、研究代表者と共同研究者はか
月に度の割合で研究会を開催し議論を行った。
また、前年度に続き、東アジアの都市交通を調査
するために2014年月に台湾（台北市）を訪れた。
本稿では、「社会的・文化的な存在としての超
小型カワイイ EV」についての研究報告を行う。
東アジアの都市交通については稿を改めて報告し
たいと思う。
．クルマが社会をつくる
グラフィックデザイナーの原研哉は『JAPAN
CAR』において「クルマの歴史が浅い日本だか
らこそ、既成の価値観にとらわれない革新を生む
出す可能性が高いとも言えます。速そうでアグ
レッシブなカタチではなく、見る人に安らぎを与
え、微笑みを誘う、そんなクルマがあってもよい
はずです。そんな日本独自の美意識、価値観を新
しいカタチで表現したクルマは、現代の社会にお
いてグローバルに通用するものだと信じていま
す」といっている。ここでは超小型カワイイ EV
（都市型コミューター）は原がいうことをあらわ
したものでもあると考え、社会的・文化的な存在
として、都市型コミューターとしての超小型カワ
イイ EVを考えてみたい。また、それを発展させ
ながら、近未来のこととして、都市型コミュー
ターとしての超小型カワイイ EV文化、そしてカ
ワイイ社会、カワイイ移動についても考えてみた
い。
近未来の話の前に過去のことを少し振り返るこ
とにする。20世紀は、アメリカにおいて特に、「ク
ルマが社会をつくる」、「クルマが風景をつくる」、
という時代だった。
ジャン・ボードリヤールは「アメリカは高速道
路にすぎない」といったが、アメリカ合衆国は自
動車なしでは成立しない国であるので、自動車が
走る高速道路はかの国の象徴だといっても過言で
はない。自動車の大量生産、そして道路建設によ
る「自動車文化」は、20世紀のアメリカに生まれ
たのである。アメリカの自動車と高速道路が文化
として独自性を持っている最大の特徴は、その道
路ぞいに20世紀を象徴する新しいビジネスや消費
文化を生んだことである。それをロードサイド・
エンパイヤーズというが、ロードサイド文化こ
そ、20世紀のアメリカ的生活様式である。20世紀
末にはロードサイド・エンパイヤーズが過剰に発
達したため、ジャンクション周辺しか繁栄しない
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ようになり、中心部は生活のできないところに
なった。このように速度というものの人間の文化
や社会に対しての悪い面が目につくようになって
いった。こうして、自動車の世紀が、より正確に
言うならば、速さを目指した力強いアメリカ製の
自動車の世紀がおわったのである。
アメリカ製の自動車（と高速道路）の世紀は終
わったかもしれないが、21世紀においても自動車
はなくならない。北米やヨーロッパや日本以外の
国ではこれから自動車の世紀をむかえるのである
が、その地域や文化も意識したクルマ文化論を考
える必要もあるだろう。それは北米、ヨーロッ
パ、日本においても同じだろうし、今以上にクル
マと社会・文化をつなげて考えなければならない
だろう。
情報人類学者の奥野卓司は20世紀の終わりころ
に「自動車もまたひとつの情報メディアに変化し
ていくだろう」と21世紀の自動車像を語ってい
た。「21世紀には、道路自体の情報化（ITS）に
ともなって、自動車のマルチメディア化も進み、
クルマの自動運転も含む、さまざまな自動車メ
ディア、モーバイル・スーツが登場してくるだろ
う」といっていたが、今、開発が進められている
自動運転車はそれにあたるものかもしれない。
都市型コミューターにおいても、当然、そうい
う方向での議論もできるが、クルマがスマートで
小ぶりでキャラ感のある超小型カワイイ EV に
なっていけば、動くコンピュータ的とは異なるク
ルマ、モーバイル・スーツ的とは異なるものにな
ると考えることができるだろう。少なくともそう
いうありかたも考えていいだろう。いってみれ
ば、モーバイル・スーツとは異なる、身の丈サイ
ズの「着慣れたこざっぱりしたほどよい服」的な
クルマとでもいうようなものである。
奥野が想像した、そしてそれがある程度現実化
した、現在の姿でもある動くコンピュータ的な、
大きな、モーバイル・スーツ的なクルマは、クル
マがかつて持っていた価値が減衰しているという
こともできるだろう。価値の減衰というよりも価
値・意味・意義が異なってきているというほうが
適切かもしれない。移動手段としてのみ存在し、
つまり使用の意義のみ存在し、楽しみがあまり感
じられない。このことは今のクルマがもこもこし
たものが多いということにも通じるように思う。
楽しみがあまり感じられないために、クルマがあ
まり売れなくなったのではないだろうかと思うく
らいである。そうではなく、今だからこそ、移動
自体の「五感の楽しみ」の拡張が求められている
ようにも思われる。それはここちいい移動とでも
いおうか。ある程度の自動運転はあるのだろう
が、度を超えた自動運転には不満であり、自ら動
かす（自ら感じられる）クルマ、それはデザイン
だけではなく、コミュニケーション的にもカワイ
イクルマであろう。
つまり、外観デザインだけではなく、それとも
結びついたコミュニケーションがキーコンセプト
なのである。機能とは別の次元の意義として、カ
ワイイ存在とならなければならない。いきもの感
や手書き感がある、人の感覚がある、そのことで
人間との接点を積極的に作り出している、そうい
うコミュニケーション誘発装置であるからこそ湧
く親しみ、それがカワイサを支えるひとつの要素
であり、それがクルマにも必要となってくると思
われる。そこに日本独自の価値観が重要な意味を
持ってくるのである。これは速さを目指した力強
いクルマとは全く違うものである。
ダニエル・ブーアスティンは、かつて『過剰化
社会』において、コミュニケーションと移動は一
体化していた、と指摘した。そして、テクノロ
ジーの発展が二者を分離したと述べる。それは同
時に移動体に機能のみを求め、コミュニケーショ
ンの地平から疎外していった。そうした観点から
みれば、カワイイ移動体は、再び移動とコミュニ
ケーションを融合させることになるかもしれな
い。移動体におけるカワイサとは何か。あらため
ていうまでもないが、そこにはマクロな意義があ
るように思われる。
そこで以下では、都市型コミューターとしての
超小型カワイイ EV による「コミュニケーショ
ン」や「移動」について考えてみたい。また「カ
ワイイ都市」についても考えてみたい。それらは
すべてつながっていると考えられる。
．都市型コミューターとしての超小型カ
ワイイEVによるコミュニケーション
原研哉も「これからはエンジンの性能というよ
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りも、たとえば都市全体を制御して行くというよ
うな、都市とクルマ、あるいは人とクルマ、クル
マとクルマのコミュニケーションがとても重要に
なってくると思うんです」というように、クルマ
のコミュニケーション機能はこれから大きな関心
を集めるだろう。原がいうのは情報通信的な意味
でのコミュニケーションの意味が強いのだろう
が、同時に、情緒的な意味でのコミュニケーショ
ン重要になってくるように思われる。
都市型コミューターとしての超小型カワイイ
EVが実現された場合、それの社会の中での可能
性、人とものとの関係としての可能性はどのよう
になるだろう。コミュニケーション的な変化を考
えてみる。
第一に、カワイイクルマの中でいること自体が
楽しいとなるだろう。それは、スピードや力強さ
を制御できるために感じる楽しいではなく、つつ
まれて居心地がいいから中でいること自体が楽し
い、という感じであろう。そうなると、おそらく、
カワイイ EVは男のロマンと結びついた力強い存
在から解放されて、日用品、生活品、家電的な存
在になるだろう。スピードに結びつくエンジン
メーカーが開発・生産を独占することはなくな
り、いずれ家電メーカーやファッションメーカー
やおもちゃメーカーなども生産するようになるだ
ろう。そうなるとよりコミュニケーション的な意
味が増していくに違いない。
カワイイデザインの社会的意味、そのコミュニ
ケーション的意味を考えるならば、今までのクル
マとは異なるあらたな五感とのかかわりが生まれ
るのではないだろうか。カワイイの「自分効果」
により、たとえば「気持ちイイ」「ヤサシクナレ
ル」「癒サレル」存在としての EVと人とのかか
わりが生まれると思われる。つまり、カワイイ
EVは、男性女性に関係なく、乗る人の人格や感
性とより積極的につながる存在になると思われる
のである。それはもこもこした大きなクルマに乗
ることで獲得するような、力強く大きいものの一
部になる感覚とは異なるはずである。もこもこし
た大きなクルマは身体感覚をこえ、まるであたか
もモーバイル・スーツを操縦するみたいな感覚と
なり、そこには強固で大きなものにつつまれてい
るということからうまれるであろう、対向車に対
しての安心感がある。対向車に対しての安心感と
いうのは、他との隔絶感であるだろう。また街を
切り裂く感覚でもあるだろう。それらは、部屋や
家がそのまま街に出ていった感覚ということがい
えるかもしれない。
スマート感、小ぶり感、その上でのキャラ感の
ある超小型カワイイ EVに乗ることで得られる感
覚は、クルマと一体化する（自分もカワイクなる）
感覚、そして街とも一体化した感覚ではないだろ
うか。それは、つつまれる感覚からくる安心感、
といえるだろうか。つつまれて、その一部になる
ここちよさ、ともいえるかもしれない。またそれ
は、モーバイル・スーツを身にまとう的なもので
はなく、からだにあった小ざっぱりした清潔な服
を身に着ける感じだろうか。そういう服は長く着
続けたい服でもある。
長く着続けられる服みたいな超小型カワイイ
EVは、一台のクルマと人の関係の長期化もうな
がすのではないだろうか。「買い換えたいが仕方
なく長く」乗るのではなく、「できるだけ長く」
乗りたくなるということである。これまでクルマ
はモデルチェンジによる買いかえというシステム
をとってきた。また車検という制度もあり、乗り
かえ、買いかえを基本としてきた。それによる繰
りかえす人とクルマの「新しいお付き合い」とし
てのコミュニケーション、つまり新車との/新車
によるコミュニケーションを尊ぶのではなく、
「ながいお付き合い」としてのクルマと人とのコ
ミュニケーションが尊ばれる。このように、カタ
チの成熟としてのカワイイとなると「ながいお付
き合い」としてのクルマと人のコミュニケーショ
ンがうまれる。それは、モデルチェンジ、買いか
え、新車とは異なるクルマと人のコミュニケー
ションになるだろう。
このことは、必然的に、クルマの成熟について
考えることにもなる。産業としては既に成熟して
いるとも考えられるが、工業製品であるクルマと
しての成熟はまた別である。ヨーロッパでのクル
マの成熟とは別に、日本という文化の中でのクル
マの成熟とはどういうふうなものなのだろうか。
そこで言う成熟とは、クラシックカーではない、
そして中古車でもない、日常使いのクルマの成熟
である。そういうクルマと人とのコミュニケー
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ションについて考える必要があるだろう。またそ
れは、同時に、成熟するクルマや成熟する工業製
品について考えることにもなるだろう。長くのる
ことにより完成されるデザインということを考え
ることになる。
評論家の永江朗がアトリエ・ワンの設計によっ
て自宅（ガエハウス）をたてた時に「時間がたつ
に連れてどんどん美しくなっていく家に住みた
い。経年変化を楽しみたい。新築時のピカピカが
その家にとってベストの状態なのではなく、空気
を吸い、雨に打たれ、日に焼かれ、埃が溜まった
り、それを掃除したりの繰り返しによって、だん
だんと美しくなっていく家に住みたいと思いま
す」といったが、同じようなことが車においても
いえないだろうか。
永江はまたこういうこともいっている。「ふつ
う、工業製品は古いものより新しいもののほうが
いい、という常識がある。世の中は常に進歩する
（はずだ）。古いものの欠点を改良して新しいもの
を作るのだから。クルマは新しければ新しいほど
いい（はずだ）。ところがゴルフカブリオレに
乗っていると、どうもそうは思えないのである。
70年代の設計で90年ごろに製造したゴルフカブリ
オレのほうが、最新の設計で最新の製造よりすぐ
れているのではないか」。これは最新のものより
70年代設計で90年ごろに製造したもののほうがい
いことをいっているのだが、そこには長く乗るこ
とによってクルマがさらによくなっていることを
いっているようにも思える。
クラッシックカー的ではなく、レトロ的ではな
く、積極的に（というか普通に）クルマに長く乗
ることの可能性を考えてみる。それは同時に、新
車の時が最高ではない、ということをいうことに
なる。長く乗ることにより街になじんでいき、風
景や人の暮らしに溶け込んでいき、そしてそのこ
とが、街をつくる、風景をつくる、生活をつくる、
という感覚である。古くならない、味がある、素
朴、そして、カワイイ、そういうクルマである。
クルマにおいてはこれらがこれまでなかったと
も考えられる。逆にいうと、都市交通の超小型
EVに関してはこれらを意識する必要がある、と
いうことである。そうでないと、今までのクルマ
の延長線上のものにしかならない。それはつまり
今までのものをただ小さくしただけのものになる
ということであるが、そういうクルマは新しい生
活の道具とはならないだろう。新しい生活の道具
とならないなら超小型カワイイ EVはあまり意味
がない。
．超小型カワイイEVによる都市内移動
都市型コミューターとしての超小型カワイイ
EVの登場により、都市内移動の意味にも変化が
おこるだろう。都市内移動において、カッコイイ
ではない、スピードではない、恍惚ではない、移
動があらわれるだろう。それはおそらく、走るで
はなく、トコトコと動く感覚、スーッと動く感覚、
船で渡る（移る）ような感覚、を伴った移動であ
る。それは力強い言葉である「走る」ではなく、
力強さには欠けるかもしれない「移動する」とい
う言葉がにあうものだろう。また、その移動は、
積極的な感覚の言葉である「快楽」ではなく、や
やゆったりとした感覚の言葉である「悦楽」とで
もいったらいいだろうか。超小型カワイイ EVに
よる移動は、そういう悦楽としての移動となるの
ではないだろうか。
カワイイ都市の中の超小型カワイイ EVによる
悦楽的な移動は、モーバイル・スーツ的なクルマ
による街を切り裂き、対向車/者を威嚇するよう
なものではない。カワイイクルマによる移動は、
ゆったりとした、自分とクルマの一体感を感じな
がらの、そして街とクルマの一体感を感じながら
の移動である。
このような、速さから考えるのではないクルマ
移動は、エンジンから考えるのではないクルマ移
動でもあるだろう。またそれは、流線型から考え
るのではないクルマ移動でもあるだろう。これは
人のクルマ移動における大きな変化となる。
原研哉も「エンジンからモーターへ、ガソリン
から電気へと変わることで、クルマの本質が変
わっていくことが想像されます。ガソリンエンジ
ンは「荒ぶるマシン」であり、ドライバーがこれ
を制御し飼い慣らすことでスピードを我がものと
し、行きたいところに「行く」という主体性を謳
歌することができました。一方、電気で動くクル
マは「行く」という主体性よりも「移動する」と
Zero Carbon Society 研究センター紀要
【T：】Edianserver ／関西学院大学／ Zero Carbon Society2号／
工藤保則  校
― 38 ―
Zero Carbon Society研究センター紀要2号.mcd  Page 41 14/04/01 09:13
いうクールさに立脚した技術です。荒ぶるエンジ
ンを制御するという運転の美意識は薄らいで、あ
らゆるところにトランスポートしたいという欲
求、すなわち「移動」を最短、最少エネルギーで
実現したいという冷静な意欲によって運用される
マシンです」といっている。
都市内移動においては、みながみな早く行きた
いわけもないだろう。そもそも、早くいこうとし
てもそれほど大きな差は生まれない。また、みな
がみなエンジンを制御しスピードの恍惚を味わい
たいわけでもないだろう。特に現在ではそうでは
ないことも求められるようになっているのではな
いだろうか。ひょっとすると、案外、多くの人が
それを望んでいるかもしれない。そのため、水戸
岡鋭治がデザインした JR九州の列車が表現する
ような「移動すること自体の楽しみ」が意味を増
してきているのではないだろうか。これまでは、
そういっても、やはり速さをすてきれずにいた。
そこに、いわば馬車的ではない牛車的な考えが表
れてきたと考えることもできるだろう。
移動にカワイイ（スマート感、小ぶり感、その
上でのキャラ感）という形容詞がつくことについ
てもここで少し考えてみたい。
近未来の移動としてのカワイイ移動は、20世紀
の SF に描かれた21世紀の移動体や移動とは異な
る。速さを求めた流線型ではない。また、空中に
浮かぶこともない。そうではなく、水面に浮かぶ
ような感じでの移動であり、すーっという感覚で
ある。また、モーバイル・スーツ的な力強く押し
のける感じではなく、やはり、すーっという感覚
である。
カワイイ移動という概念は、いわゆるガラパゴ
ス的なものでもいいだろう。ガラパゴスが結果と
して次世代の流れを先取りすることもある。そし
て種としてこれから先に長く残ることもある。そ
れはアメリカ的ではない、ヨーロッパ的ではな
い、クルマ移動の出現かもしれない。そう考える
と、カワイイ移動は、あたらしい都市内移動コン
セプトの創造といえるかもしれない。
．カワイイ都市
次世代車の将来のシェアは2030年でも EVとプ
ラグインハイブリッド車を合わせて20〜30％と予
想されている。次世代車といっても、その程度と
いえばその程度である。乗用車のほかにバス、ト
ラック、様々なクルマがあり、一気に都市型コ
ミューターとしての超小型 EVが出回り、それが
街中を埋め尽くすというわけでもない。が、より
長い目で見ればそういう方向にあるといってもい
いだろう。したがって、カワイイ EVである都市
型コミューターのとの関係により住宅や街が変化
する、というのも一気にではないが、その方向性
は意識しておくといいだろう。
『カワイイパラダイムデザイン研究』でプロ
ジェクトプランナーの真壁智治は「カワイイデザ
インでは、そのものや事象に対する感覚のキャッ
チが大きなポイントになり、理性的に、ではなく、
感覚的にカワイイがつかみとられる。だからこ
そ、カワイイという感覚を共有してデザインを介
して人がつながってゆくことができるのである」
といっているように、デザインを通して人はつな
がっていくことができるのである。それはカワイ
イの他者効果でもある。そのためにカワイイ EV
はめでられる存在になる。カワイイ EVによる他
者との感覚共有によるつながりが、クルマとクル
マの、つまり乗る人と乗る人の、さらには乗る人
とクルマを見る人の、もっというとクルマとクル
マを見る人の、気持ちの交換を生むだろう。そう
なると、その延長線上で街の風景も変わると思わ
れる。なぜならば、クルマとクルマを見る人の気
持ちの交換は、建物とクルマとの関係も新しくす
ると思われるからである。
永江朗とアトリエ・ワンによる『狭くて小さい
たのしい家』には「車と街の関係も、育てるって
いうか、共存させる方向で、きちんとデザインの
問題としてとりあげるべきなんじゃないかという
ことですよね」、「これから車も水素電池車とかに
なってくると、音の問題もなくなってくるし、排
ガスの問題もなくなってくるから、もっと建物
と、あるいは人間が住む空間と近くてもいいもの
になるはずなので、そうなるとまた風景が変わる
だろうね」と書かれている。
また、セグウェイ社の大塚寛社長は、人乗り
のモビリティについての語りの中で「今後は EV
やパーソナルモビリティの普及によって、人々の
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ライフスタイルが変わり、それがやがては家や街
の風景をも変えていくことになるかもしれませ
ん。われわれは、移動することが楽しく、快適な
未来の都市を、モビリティの側から作っていけれ
ばと思っています」といっている。
これらのように、クルマと家や街との関係に注
目する人は少なからずいる。クルマと街の風景や
都市との関係が深いことは、先に見た20世紀のア
メリカの例でも明らかである。クルマはこれまで
住宅の設計においてはじゃまものあつかいされて
きたが、充電池としての役割も果たす EVはより
建物との関係を意識するようになり、いかに住宅
とクルマがうまくつきあうかを考えることが求め
られるようになる。
日産とアウディでカーデザイナーとして活躍し
た和田智は「EVは単なる移動の手段、機能だけ
ではなく電気を持ってくる、持ち出すという機能
を持ちます。そして EVが収まるガレージは、玄
関でもあり部屋の役割も持ちます。EVと家を分
けてデザインするのではなく、暮らしをつのも
のとしてデザインすることが大切なのです」と
いっている。また、アトリエ・ワンの塚本由晴も
これまでは「車そのものの美しさ、住宅の構えや
その集合体としての町並みとの関係は意識されて
いな」かったといい、これからは「車は家のファ
サードの一部になってしまうのである」というよ
うに、超小型カワイイEV（都市型コミューター）
は、住宅や街の一部と考えられるようになるだろ
う。それは逆にいうと、超小型カワイイ EV を
きっかけにして住宅や街もカワイイ住宅やカワイ
イ街になっていく可能性があるということでもあ
る。カワイイがより広がっていき、社会がカワイ
クなっていくとも考えられるのである。
実際に、アトリエ・ワンの設計したミニ・クー
パーがぴったりと合うミニハウスはとてもカワイ
イ住宅である。つまり、スマート感や小ぶり感が
ありその上でのキャラ感がある住宅となってい
る。こういうカワイイ住宅、カワイイ建築が集
まっていくと、街がカワイクなっていくと思われ
る。クルマ、住宅、街でいうと、まずクルマがカ
ワイイとなって、それとの関係で住宅がカワイイ
となって、またそれとの関係で街がカワイイと
なって、という順番だろう。
ところで EVと関連させての都市像は、スマー
トグリッドなどとも合わせてスマートシティとい
われる。スマートには、「賢い」「洗練された」と
いう意味があるのと同時に、「コンピュータによ
る制御・情報処理能力を掲載した」という意味が
ある。スマートシティという場合のスマートは前
者のほうであり、その都市像は高度な情報通信
化・インテリジェント化である。そのためのイン
フラ整備などもあり、スマートシティにはまだま
だ重厚長大的なイメージもある。
一方、カワイイ都市は「賢い」「洗練された」
というほうのスマートにくわえ、小ぶり感、その
上でのキャラ感がある都市である。インテリジェ
ント化のほうのスマートシティとは質が異なる、
安心感、ここちよさを伴うスマートシティかもし
れない。
クルマ（超小型カワイイ EV）と家、そしてク
ルマ（超小型カワイイ EV）と街によってつくら
れる見た目においてのカワイイ都市は、見た目が
カワイイだけではなく、その中にあっての感覚と
してもカワイイ社会でもある。そのような社会を
20世紀アメリカの「自動車によって都市が変わ
る」の21世紀日本・超小型カワイイ EV ヴァー
ジョンとして目指してもいいのではないだろう
か。そうなったら社会も変わってくるだろう。こ
のことは、20世紀の自動車文化を引きずってい
る、また国土も広いアメリカではできない。中国
やインドでもできない。できるなら、ヨーロッパ
か日本かであろう。ヨーロッパはクルマの歴史が
あるから難しいだろうが、ヨーロッパよりクルマ
の歴史が短い日本だから可能なように思われる。
日本の超小型カワイイ EVによって建物が、そし
て都市がかわるとなれば、それは新しい都市のデ
ザインとして意味のあることではないだろうか。
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